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シグエシ Cン盟ナル カウ γター
かった) i 般に用いられている〔所有者1会計にたいする反対物である代替
会計 (alternativeaccounts)を開発する可能性」りを現実化ずる課題に取り組む
5) Jnhn~oD， p. 1 
6) 高寺J 1984年四月， 1-17ベージ。



















tems of accounting) を考察 CL-，かつ実施〕することは〔きわめて〕困難で
あるJ12)が，そこに立ちふさがる陸路を通り抜円て，所有者会計から代替会計
にいたるノレートを発見するためには株主上位 (shareholder dominance) 
の会計処理にたいする代替案」山を意図し1すでに考案され，かり実施されて
いるいくつかの会計γλテムを検討してみる作業が不可欠である。
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所有者会計に丈こいする代替会計の開発構想 (Z97) 5 
そこで，まずはじめに，これまでいくつかの資本主義国で実行されてきた付
加価値会計についてみると，そとでは，株式会社における先自己(確定〕項Hに
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6 (298) 第135悲第4号
主づかない仁という意味で非資本主義的な〕会計Jl7ls/ステムは，所有者会計



















(some possible alternative methods of accounting) のひとつである「相
互交流式会言|においては，一連の財務諸表が各〈組織〉参加者lJljに作成され
る。J23)いいかえると I多〈の剥益計算表がそれぞれ一連の〔組織〕参加者の
17) Puxty. Oliga and SOO. p. 23. 
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24) Puxty. Oliga and Soo， p.24 
25) Puxty， Oliga and Soo. p. 24， 
26) Puxty， Oliga and Soo， p.24 
8 (300) 第135巻第4号
それをみれば，所有者，経営者，労働者はそれぞれ相手の組織参加者がすで
に先配(確定)項目としてん， Cm• W の分配にあずかると同時に，それらを
費用として処理していることがわかるから，その点を相互に認め合って，それ
ぞれに帰属する階層別利益からさらに Ip，C，:" W を差し引くと，すべての組織
参加者にともに帰属する残余利益として算定される共通利益 (F，)は，いずれ
の観点から算定しでも，相等しくなることがわかるであろう。



















所有者会計にたいする代替会計の開発構想 (301) 9 
含めて，所有者にはん十t{(Pp+PJPJー (ん十Cm十町]が， 経営者には




織J参加者は 残余利益 (surplus) Cの分自むをめぐる交渉上多かれ少なか
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